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cxa ,, について、 cxa  または cxa  または cxa  が成り立つ。 

dyb ,, について、 dyb  または dyb  または dyb  が成り立つ。 
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(i) cxa  のとき 

0)(  bdabcad より、 dyb  でなければならない。
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(ii) cxa  のとき 

)(0 bdcbcad  より、 dyb  でなければならない。 

BA, を通り、 PQに平行な直線を引き、それらと DCLM , との交点を、 

右図のように定める。 

 

)0(),0(  ttbdssac とすると 

 0)()(  bsatsabtbabcad  

 

相似性、平行性より、 BCBMADALPQPN  ::: であるから、 

)10(,  kktbyksax とおける。 
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したがって、
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 が成立。 

 

(iii) cxa  のとき 

cxa

111
 であるから、 dyb  または dyb  のとき、辺々かけると、
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dyb  のとき 

DC, を通り、 PQに平行な直線を引き、それらと ABLM , との交点を、 

右図のように定める。 

 

)0(),0(  ttdbssca とすると 

 0)()(  ctdsctddscbcad  

 

相似性、平行性より、 CBCMDADLQPQN  ::: であるから、 

)10(,  kktbyksax とおける。 
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以上により、すべての場合について 
c

d

x

y

a

b
  ……(答) 


